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豊
平

と

よ

ひ

ら

橋
―
国
道
三
六
号
―

開
会
中
の
勧
農
博
覧
会
を
巡
覧
し
て
は

本
道
農
工
の
発
達
意
外
な
る
を
誌
し

豊
平
川
に
於
て
は

「
縹
緲
霓
虹

ひ
ょ
う
び
ょ
う
げ
い
こ
うの
如
く
宏
壮
無
比
の
釣
橋
を
見
て
は
札
幌
第
一
の
大
観
」

だ
と
激
賞
し
て
い
る
。恐
ら
く
そ
れ
は

当
時
内
地
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
妙
工
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

―
明
治
十
三
年
新
聞
記
事
の
抄
録
か
ら
―
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札
幌
市
内
の
国
道
三
六
号
に
「
豊
平
橋
」
が
架
か
っ
て
い
る
。
こ
の
橋
は
北
海
道
の
橋
梁
の
中
で

そ
の
歴
史
と
、
技
術
の
変
遷
を
伝
え
る
橋
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
王
様
級
の
橋
」
と
い
え
よ
う
。

こ
の
橋
の
歴
史
は
渡
船
か
ら
始
ま
っ
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
箱
館
奉
行
が
銭
函
か
ら
月

寒
を
経
て
千
歳
に
通
ず
る
「
札
幌
越
新
道
」
を
開
削
し
た
。
こ
の
時
、
豊
平
川
の
渡
守
と
し
て
西
岸

に
は
猟
師
の
吉
田
茂
八
、
東
岸
に
は
宿
屋
の
主
・
志
村
鐵
一
の
二
人
に
命
じ
た
。
両
人
は
葡
萄
蔓
を

川
に
張
り
そ
れ
を
た
ぐ
り
な
が
ら
舟
を
渡
し
た
。

志
村
は
「
信
州
の
剣
客
に
し
て
、
石
狩
調
役
荒
井
金
助
の
召
に
応
じ
、
安
政
四
年
に
移
住
す
。
幕

命
に
よ
り
豊
平
川
の
渡
守
と
な
り
」
と
橋
の
た
も
と
に

建
つ
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
方
の
吉
田
は
「
荒
井
金

助
の
命
に
よ
り
豊
平
川
右
岸
の
渡
守
志
村
鐵
一
の
話
相

手
と
し
て
左
岸
の
渡
守
と
な
り
札
幌
開
拓
に
寄
与
し

た
」
と
碑
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。

豊
平
橋
の
歴
史
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
、

渡
船
場
の
近
く
に
架
け
ら
れ
た
二
連
の
丸
太
橋
に
始
ま

る
。
こ
の
こ
ろ
川
の
流
れ
は
四
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。

東
端
の
本
流
と
隣
の
大
き
な
流
れ
に
渡
し
場
が
あ
り
、

西
北
の
二
つ
の
流
れ
に
は
丸
太
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
渡

守
が
置
か
れ
て
か
ら
一
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。以
来
、

橋
と
川
と
の
闘
い
の
歴
史
が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

渡守であった「志村鐵一」の碑
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こ
の
橋
は
雪
融
け
水
の
猛
威
で
、
わ
ず
か
一
箇
月
た
ら
ず
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
年
の
七
月

と
翌
年
の
六
月
に
架
け
た
橋
も
ま
た
ま
た
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

明
治
五
年
に
函
館
か
ら
札
幌
に
至
る
「
札
幌
本
道
」
が
開
削
さ
れ
る
。
こ
の
時
初
め
て
豊
平
川
の

本
流
と
中
州
を
へ
だ
て
た
大
き
な
派
流
に
も
橋
を
架
け
た
。
こ
れ
で
豊
平
橋
は
三
つ
の
大
き
な
橋
と

な
っ
た
。
こ
の
橋
と
て
同
年
中
に
二
度
も
流
失
、
八
月
と
一
一
月
に
架
け
換
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

一
年
間
に
三
回
橋
を
架
け
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
一
月
に
架
け
た
橋
は
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
で

あ
っ
て
、
水
も
出
ず
、
風
も
な
か
っ
た
の
に
落
橋
と
な
っ
た
。
開
拓
使
で
は
明
治
七
年
四
月
と
八
年

の
一
月
、
七
月
に
も
橋
を
架
け
た
が
い
ず
れ
も
流
失
し

て
し
ま
っ
た
。

開
拓
使
で
は
た
び
重
な
る
流
失
・
落
橋
に
対
し
て
恒

久
的
な
橋
の
架
設
を
決
意
す
る
。
そ
こ
で
明
治
八
年
黒

田
清
隆
開
拓
使
長
官
は
、
米
国
技
師
Ｂ
・
Ｓ
・
ラ
イ
マ

ン
の
献
策
に
よ
っ
て
、Ｎ
・
Ｗ
・
ホ
ル
ト
に
命
じ
て
本
格

的
な
橋
、木
・
鉄
混
合
の
ハ
ウ
ト
ラ
ス
を
架
け
さ
せ
る
。

こ
の
橋
長
は
二
〇
八
呎
（
約
六
三
・
四
ｍ
）
の
弓
形

補
強
材
を
持
つ
ハ
ウ
ト
ラ
ス
一
連
と
、
一
〇
六
呎
（
約

三
二
・
三
ｍ
）
一
連
の
ハ
ウ
ト
ラ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
明
治
八
年
一
二
月
に
完
成
し
、
同
九
年
一
月
一

日
に
渡
り
初
め
を
し
た
。
こ
の
橋
は
日
本
で
初
め
て
の

洋
式
橋
梁
で
あ
っ
た
。

ホイラーが架けたトラス橋
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し
か
し
こ
の
苦
心
の
橋
も
人
々
の
期
待
に
反
し
て
、
明
治
一
〇
年
四
月
の
出
水
で
破
壊
・
流
失
し

て
し
ま
う
。
開
拓
使
で
は
ホ
ル
ト
が
す
で
に
帰
国
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
明
治
一
一
年
（
一
八

七
八
）
に
、
Ｐ
・
Ｗ
・
ホ
イ
ラ
ー
に
本
橋
の
改
築
を
依
頼
す
る
。
ホ
イ
ラ
ー
は
ホ
ル
ト
の
橋
の
破
壊

原
因
を
調
べ
、
同
形
式
の
弓
型
補
強
材
を
有
す
る
二
〇
八
呎
（
約
六
三
・
四
ｍ
）
一
連
の
ハ
ウ
ト
ラ

ス
を
架
け
る
。
明
治
一
一
年
十
月
に
竣
功
と
な
る
。

明
治
一
三
年
の
北
門
時
事
に
は
「
豊
平
川
に
於
て
は
、
縹
緲
霓
虹
の
如
く
宏
壮
無
比
の
釣
橋
を
見

て
は
、
札
幌
第
一
の
大
観
で
あ
る
」
と
激
賞
し
て
い
た
。

明
治
一
四
年
に
架
け
た
橋
も
毎
年
の
洪
水
に
お
び
や
か
さ
れ
、
腐
朽
も
甚
だ
し
く
な
っ
て
き
た
。

明
治
二
一
年
に
旧
橋
と
同
じ
構
造
で
長
さ
二
〇
八
呎
、
幅
一
五
呎
の
木
造
釣
橋
を
架
け
て
一
二
月
に

は
竣
工
す
る
。こ
の
橋
も
毎
年
の
出
水
に
よ
っ
て
傷
め
つ
け
ら
れ
、破
損
の
度
に
修
理
さ
れ
た
り
し
た
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
北
海
道
庁
で
は
永
久
橋
と
し
て
、
本
格
的
に
川
と
闘
う
橋
を
架
け

る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
岡
崎
文
吉
に
設
計
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
こ
の
橋
は
橋
長
六
四
・
八
ｍ
の

う
ち
、
三
六
・
六
ｍ
を
錬
鉄
製
の
プ
ラ
ッ
ト
・
ト
ラ
ス
と
し
、
残
り
の
二
七
・
四
ｍ
は
木
造
ハ
ウ
ト
ラ

ス
と
し
て
架
設
し
た
。
こ
の
橋
は
北
海
道
で
初
め
て
の
鉄
橋
と
な
っ
た
。

こ
の
橋
を
『
北
海
道
名
勝
誌
』
は
「
札
幌
區
ニ
豐
平
橋
ア
リ
。
長
サ
二
百
十
尺
餘
、
橋
上
ヨ
リ
南

西
ヲ
一
望
ス
レ
バ
藻
岩
、
天
狗
、
サ
ッ
ポ
ロ
、
手
稻
ノ
諸
山
蜿
蜒
重
疊
嵐
光
翠
色
衣
袂
ニ
映
シ
呼
ベ

バ
將
ニ
膺
ヘ
ン
ト
ス
」
と
す
る
。

こ
の
橋
の
架
設
中
、
三
〇
年
秋
の
洪
水
で
旧
橋
が
破
壊
さ
れ
、
翌
三
一
年
に
は
架
け
換
え
工
事
用

の
仮
橋
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
堅
固
な
橋
も
明
治
四
二
年
の
大
洪
水
で
橋
脚
が
傾
き
、
翌
年
一
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月
か
ら
復
旧
工
事
を
は
じ
め
る
。
し
か
し
六
月
六
日
の
出
水
で
遂
に
落
橋
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

な
お
明
治
四
一
年
の
札
幌
市
の
人
口
は
七
万
七
十
五
人
で
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
架
け
た
仮
橋
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

は
流
失
し
、
そ
の
後
は
仮
橋
で
す
ご
し
て
き
た
が
、
大
正

九
年
四
月
に
地
方
費
道
札
幌
浦
河
線
に
認
定
さ
れ
、
豊
平

川
の
治
水
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
き
た
の
で
、
本
格
的
な

橋
を
架
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
交
通
は
「
運
行

の
頻
繁
な
る
こ
と
は
全
道
無
比
と
稱
し
一
日
平
均
人
員
壱

万
余
、
馬
車
壱
千
五
百
台
を
下
ら
ず
。
牛
馬
の
類
又
甚
だ

多
し
」
と
あ
る
。
架
け
て
は
流
さ
れ
る
の
繰
り
返
し
で
あ

っ
た
豊
平
橋
も
、
住
民
多
年
の
悲
願
が
実
り
、
大
正
一
〇

年
一
〇
月
に
起
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
設
計
者
は
技
師
・

山
口
敬
助
、
助
手
の
高
橋
勝
衛
で
あ
る
。
こ
の
新
豊
平
橋

は
橋
長
一
二
〇
・
七
ｍ
（
三
＠
三
九
・
〇
〇
ｍ
）、
幅
員
一

八
・
二
九
ｍ
（
車
道
一
二
・
八
＋
二
＠
二
・
七
四
ｍ
）
で
、

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月
二
六
日
完
成
し
た
。
名

橋
と
い
わ
れ
た
先
代
の
豊
平
橋
で
あ
る
。

工
事
費
は
本
橋
部
が
、
六
十
五
万
七
千
百
四
十
二
円
、

付
帯
工
事
費
が
十
四
万
六
千
六
百
十
七
円
（
取
り
付
け
道

路
、
護
岸
堤
防
等
）
の
合
計
八
十
万
三
千
七
百
五
十
九
円

名橋の誉れの高かった「先代豊平橋」
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と
な
っ
て
い
る
。
ブ
レ
ー
ス
ト
・
リ
ブ
・
タ
イ
ド
・
ア
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
橋
で
あ
る
。

こ
の
日
午
前
一
一
時
二
〇
分
か
ら
行
わ
れ
た
竣
工
式
は
、
内
務
大
臣
若
槻
禮
次
郎
ら
が
出
席
す
る

中
で
、
神
事
の
後
、
杉
森
札
幌
土
木
事
務
所
長
の
工
事
報
告
、
土
岐
北
海
道
庁
長
官
の
式
辞
、
若
槻

内
務
大
臣
の
告
辞
、
高
田
札
幌
市
長
、
佐
藤
北
海
道
大
学
学
長
な
ど
が
祝
辞
を
の
べ
た
。
盛
大
な
る

完
工
式
で
あ
っ
た
。
夏
の
太
陽
が
カ
ン
カ
ン
と
照
り
、
河
原
や
川
岸
は
約
六
万
人
の
見
物
客
で
埋
め

つ
く
さ
れ
た
。
渡
橋
式
の
あ
と
、
餅
撒
き
が
行
わ
れ
、
夜
に
は
仕
掛
け
花
火
が
市
民
の
目
を
楽
し
ま

せ
、
花
電
車
が
走
る
。
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
大
門
前
ま
で
市
電
は
延
長
さ
れ
た
。

当
日
の
新
聞
に
は
「
大
都
市
の
眞
中
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
札
幌
市
と
豐
平
町
と
を
つ
な
ぐ
橋
と
し

て
は
贅
澤
極
ま
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
大
都
市
の
將
來
を
思
え
ば
七
十
五
萬
円
位
何
で
も
な

い
と
も
い
え
る
。
と
に
か
く
札
幌
市
繁
昌
記
に
特
筆
大
書
さ
る
べ
き
代
物
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
は
、
わ
が
国
の
橋
梁
技
術
も
進
歩
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
時
代
に
相

応
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
橋
の
登
場
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

西
本
藤
彦
は
「
北
海
道
三
大
名
橋
の
一
つ
と
さ
れ
る
旭
川
市
の
旭
橋
と
比
べ
る
と
、
た
く
ま
し
さ

の
点
で
は
一
歩
譲
る
が
、
優
美
さ
で
は
数
段
勝
っ
て
い
た
。
時
代
精
神
を
反
映
し
て
か
モ
ダ
ン
で
都

会
性
に
富
み
、
橋
全
体
と
し
て
の
雰
囲
気
が
北
欧
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
北
の
都
札
幌
に
よ
く
マ
ッ
チ

し
た
の
で
あ
る
。
以
来
四
十
有
余
年
、
豊
平
橋
は
名
橋
と
し
て
城
門
を
想
わ
す
オ
ベ
リ
ス
ク
風
の
尖

塔
、
夕
靄
に
霞
む
燈
柱
と
と
も
に
、
豊
平
川
の
川
辺
に
得
も
言
わ
れ
ぬ
情
緒
を
醸
し
続
け
た
」
と
讃

辞
を
お
く
る
。
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し
か
し
川
の
流
れ
に
は
勝
利
を
収
め
た
も
の
の
、
車
の
流
れ
に
は
勝
て
ず
現
在
の
橋
に
そ
の
座
を

譲
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
道
三
六
号
の
幅
員
拡
張
に
伴
っ
て
、
豊
平
橋
は

交
通
の
ネ
ッ
ク
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
豊
平
地
区
は
全
幅
二
七
ｍ
で
あ
る
の
に
対
し
て
橋
は
一
八
ｍ

し
か
な
い
。
し
か
も
車
道
一
八
ｍ
に
対
し
て
一
二
ｍ
し
か
な
い
。
橋
の
上
に
は
車
が
ひ
し
め
き
、
動

脈
硬
化
と
脚
気
の
症
状
を
呈
し
て
き
た
。

昭
和
二
八
年
の
交
通
量
三
、九
二
一
台
に
対
し
て
同
三
七
年
で
は
二
一
、六
八
五
台
と
こ
の
一
〇
年

で
一
七
、七
六
四
台
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
架
け
換
え
工
事
を
行
う
こ
と
に
決
定
し

た
。
本
橋
の
工
事
に
先
立
ち
仮
橋
の
工
事
が
昭
和
三

九
年
八
月
に
着
手
さ
れ
、交
通
が
切
り
替
え
ら
れ
た
。

昭
和
四
〇
年
五
月
に
旧
橋
の
上
で
解
体
式
が
行
わ

れ
た
。「
今
こ
の
橋
が
永
い
使
命
を
果
た
し
て
静
か

に
消
え
、
新
し
い
橋
に
そ
の
使
命
を
託
そ
う
と
し
て

い
る
。
朝
か
ら
の
小
雨
は
ま
だ
止
ま
な
い
。
惜
別
の

涙
雨
と
も
と
れ
る
雰
囲
気
で
あ
る
。
鉄
槌
を
振
り
下

ろ
す
局
長
、
タ
ガ
ネ
を
抑
え
る
部
長
、
タ
ガ
ネ
が
深

く
食
い
込
ん
で
い
く
。
静
か
に
流
れ
る
音
楽
の
中
で

玉
串
が
奉
奠
さ
れ
、
惜
別
の
念
も
ひ
と
し
お
に
挨
拶

が
終
わ
り
、
蛍
の
光
が
吹
奏
さ
れ
る
中
で
最
後
の
別

れ
を
惜
し
む
」（『
さ
っ
け
ん
部
報
』）。「
豊
平
川
の

猛
威
と
闘
い
、
四
二
年
間
堅
塁
を
抜
か
せ
な
か
っ
た

名橋の誉れの高かった「先代豊平橋」
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橋
も
、
増
大
す
る
交
通
量
の
前
に
は
屈
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
当
時
の
新
聞
は
伝
え
る
。

新
豊
平
橋
の
架
け
換
え
工
事
が
、
昭
和
四
一
年
一
〇
月
一
日
に
五
億
六
千
三
百
万
円
を
投
じ
て
完

成
し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。
新
橋
は
橋
長
一
三
二
・
二
ｍ
（
三
九
・
八
＋
五
一
・
四
＋
三
九
・
八
ｍ
）、

幅
員
が
二
七
・
〇
ｍ
（
車
道
一
九
・
四
＋
歩
道
二
＠
三
・
九
三
ｍ
）
の
三
径
間
連
続
鋼
箱
桁
橋
で
あ
る
。

こ
の
日
、
神
事
の
後
、
玉
串
を
捧
げ
、
鋏
が
入
ら
れ
る
と
三
代
夫
婦
を
先
頭
に
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
た
。
空
に
は
五
段
雷
が
響
き
渡
り
、
二
百
羽
の
鳩
が
秋
空
に
放
た
れ
、
二
千
個
の
風
船
が
風
に
舞

う
。
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
ク
ス
玉
が
下
げ
ら
れ
、
豊
平
・
旭
・
東
・
豊
水
の
四
小
学
校
児

童
の
鼓
笛
隊
が
パ
レ
ー
ド
す
る
。
花
電
車
が
通
り
初
め
を
し
、
す
ば
ら
し
く
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
も

と
、
市
民
二
万
人
が
橋
に
詰
め
て
開
通
を
祝
っ
た
。
新
豊
平
橋
は
「
六
十
年
代
の
ス
レ
ン
ダ
ー
型
の

橋
を
先
取
り
し
た
設
計
」
と
関
係
者
は
評
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
先
代
の
豊
平
橋
は
、
電
車
は
勿
論
、
車
道
、
人
道
を
区
分
し
、
橋
の
裏
側
に
電
線
、
電
話
線
、
水

道
、
瓦
斯
を
設
け
た
完
璧
な
も
の
で
、
百
年
の
永
久
橋
と
自
慢
さ
れ
た
も
の
だ
。
然
る
に
五
十
年
も

足
ら
な
い
今
日
、
こ
の
豊
平
橋
の
改
築
に
着
手
し
た
る
を
見
て
、
甲
胄
の
重
装
が
、
今
日
の
軽
装
に

は
勝
ち
難
を
知
り
、
時
代
相
の
進
歩
は
、
技
術
者
に
良
き
参
考
資
料
と
な
る
べ
し
と
感
ぜ
ら
れ
る
」

と
先
代
豊
平
橋
を
担
当
し
た
駒
嶺
哲
は
『
石
狩
川
治
水
小
史
』
に
書
い
て
い
る
。

こ
の
豊
平
橋
に
つ
い
て
『
北
海
道
に
お
け
る
鋼
道
路
橋
の
歴
史
』
で
は
「
仮
橋
を
含
め
て
現
在
の

橋
は
二
十
一
代
目
」
と
し
、
亘
　
信
夫
は
『
豊
平
橋
の
歴
史
』
の
中
で
、
多
く
の
資
料
を
収
集
し
そ

の
結
果
、
仮
橋
を
含
め
て
「
現
在
の
橋
は
二
十
三
代
目
で
あ
る
」
と
す
る
。

「
豊
平
橋
は
そ
の
時
代
に
お
け
る
最
高
の
技
術
で
架
け
換
え
が
行
わ
れ
て
き
た
。
時
代
の
設
計
思
想

が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
で
は
橋
梁
史
を
具
体
的
に
示
し
た
橋
で
あ
る
」
と
松
村
博
は
『
日
本
百
名
橋
』
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に
書
い
て
い
る
。

明
治
の
初
頭
、
渡
守
と
し
て
豊
平
川
の
渡
船
場
を
さ
ば
い
て
い
た
志
村
鉄
一
と
、
吉
田
茂
八
の
両

人
は
今
、
橋
の
た
も
と
に
建
つ
石
碑
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
六
万
台
を
超
す
車
の
流
れ
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
。な
お
こ
の
橋
か
ら
路
面
電
車
が
消
え
た
の
は
、昭
和
四
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

北
海
道
開
発
局
の
『
局
報
』
に
は
、
か
つ
て
こ
の
橋
が
架
け
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
「
老

兵
は
消
え
る
の
み
と
寂
し
い
言
葉
で
あ
る
が
、
多

分
に
感
傷
的
で
あ
る
。
名
橋
で
あ
る
が
ゆ
え
に
…

こ
の
橋
の
存
在
を
願
う
人
も
あ
れ
ば
、
危
険
な
る

が
ゆ
え
に
新
橋
の
架
け
換
え
を
望
む
人
も
い
る
。

い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
見
る
人
の
考
え
方
に
よ
っ

て
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
計
画
し
た
新

橋
が
、
旧
橋
に
も
勝
る
名
橋
で
あ
る
と
は
い
い
切

れ
な
い
。
多
分
に
そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
に
立
て

ば
よ
り
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
あ
る
。
合

理
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
札
幌
市
に
ふ
さ
わ
し
い

名
橋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何
十

年
か
た
て
ば
こ
の
橋
も
、
ま
た
架
け
換
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
点
が
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昭和41年完成の現在「豊平橋」
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そ
の
時
代
に
は
、
国
も
豊
か
に
、
卓
抜
な
着
想
と
惜
し
み
な
い
予
算
で
、
名
実
共
に
札
幌
市
の
象
徴

た
る
名
橋
の
生
ま
れ
出
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
っ
た
。

―
豊
平
橋
の
歴
史
は
北
海
道
の
否
、
日
本
橋
梁
技
術
の
歴
史
で
あ
る
―
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